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 平成 27年９月４日阪南大学あべのハルカスキャンパスにて関西観光教育コンソーシ

アムの学生活動成果報告会に参加しました。日々の学び、ゼミ活動、フィールドワーク

の成果を発表しました。この報告会ではコンソーシアム会員大学より１４大学６０名の大

学関係者と、１９社２４名の企業関係者の方が参加し、１１大学の代表者が１０分のプレ

ゼンテーション発表と２分の質疑応答をしました。様々な課題解決に向けてのチーム

の取り組みや、自身の将来像実現に向けての研究、地域でのフィールドワークを通じ

て学んだ事や新しい発見など、ユニークな観点と、熱意あふれるパフォーマンスで日

頃の活動成果が発表されました。それぞれの発表テーマは図表 1の通りです。 

 

図表 1 発表大学と発表テーマ 

 



   

 最優秀賞は京都文教大学、優秀賞は大阪成蹊短期大学、特別賞は京都山手大学と私たち

大阪商業大学が受賞しました。 

私たちは、大阪商業大学宮城ゼミナールの活動報告という形で大阪商業大学の建学の理念、

フィールドワークゼミナールの活動の流れ･目標、三回生の活動内容、その中でも名張班の

活動について、という流れで発表しました。 

 

図表 2 発表前の様子 図表 3 発表中の様子 

  

 私たちが所属する宮城ゼミナールは｢フィールドワークにおけるホテル・旅館と地域の連

携｣をテーマとして活動し、私たち三回生の活動として名張観光の現状、並びにマーケティ

ングの提案プロジェクトを主に発表しました。名張観光についての発表では先行研究と二

次データから問題意識を抱いて、それを明らかにするために｢情報発信力｣｢名張に対する知

名度｣｢観光資源｣というキーワードからインタビュー調査を行って、明らかになったこと、

企業・団体が抱えている課題を発表し、それらの解決策と今後の活動について発表しまし

た。 

 最優秀賞を受賞した京都文教大学の『商店街活性化プロジェクトから学んだ地域活性化に

本当に必要なこと』の発表では、実際に学生団体を立ち上げ、企画しているイベントの活

動報告、それと、学生が地域活性化の活動を行っていく上で何が本当に大切なのか、学生

団体としての考え方やビジョンについての発表でした。商店街の課題として「利用客の減

少」をテーマに「地域の人々と商店街のつながりが弱まってきている？」という仮説を立

て、実際に行ったイベントの反省として見えた課題についての発表でした。この発表では

活動を行ううえでの組織としての取り組みがとても良かったと思いました。アイスブレイ

クを行ったり、ゼミ活動ではなくすことで意欲的に行っていること、そして団体が永続的

に存続する仕組みを作っていることがとても素晴らしいと思いました。 

 他の大学の発表を聞いてプレゼンテーション能力の高さ、そして実際に取り組みを行っ



てみての経験という面で、私たちよりも非常に高いレベルで活動しているのを感じました。

活動を行った後のビジョンまでが明確になっており、なぜその活動を行っているのか，と

いうことがとてもよく分かる内容になっていました。私たちは結果的に特別賞を頂きまし

たが、他の大学からも学ぶことは非常に多く、評価して頂いた活動を今よりももっと良い

活動へとつなげて行くことが大事だと思いました。 

 

今回の学生活動成果報告会を終えての感想とこれからの抱負 

 

田中：今回の学生活動成果報告会を終えて、自分自身初めて大学外での発表ということで

とても緊張しましたが、特別賞という形で評価して頂いてとても光栄に思いました。ま

た他の大学の発表を聞いて自分の活動よりも高いレベルで活動されていたのでとても良

い刺激になりました。今後はもっと勉強し知識を増やして、その知識を実際にフィール

ドワークを通じて社会に貢献できるような活動をしていこうと思います。 

 

南北：今回の成果報告会は見る方でしたが，すごくいい勉強になりました。他の大学の発

表の仕方もいろいろと工夫しており、スライドも見やすいようにしていて凄いなと思い

ました。僕もその日に見た事をこれから研究していき今後の活動に生かしていければと

思います。 

 

図表４ 特別賞受賞後の記念撮影 

 


